
特集 第１１回通常総代会

　

Ｊ
Ａ
は
第
11
回
通
常
総
代
会
を
５
月
23
日
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
最
終
年
度
と
し
て
、
改
め
て
協
同
組
合
の
価
値
と
存
在
意
義

を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
、
支
え
て
き
た
地
域
農
業
、
地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を

再
認
識
し
な
が
ら
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
最
重
点
施
策
「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業

生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
」、「
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
」
を
図
る

こ
と
を
狙
い
と
し
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
計
画
の
実
現
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
新
時
代
に

対
応
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
食
料
の
安
定
供
給
、

地
域
農
業
・
農
村
の
保
全
維
持
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
加
速

す
る
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
の
担

い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
続
い
て

い
る
状
況
に
加
え
、
燃
料
や
肥
料
・
飼
料
な

ど
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
で
生
産
現
場
で
は

大
変
な
厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画

の
中
間
年
度
で
、
最
重
点
施
策
の
実
現
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
一
則
組
合
長
は
総
代
会
に
あ
た
り「
食

料
安
全
保
障
の
確
保
と
強
化
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
よ
る

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
の
上
、
異
常
な
猛
暑
で
栽
培
管
理

が
大
変
な
年
が
続
き
、
農
業
経
営
の
困
難
さ

が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
事
業
で
は
、

米
の
集
荷
競
争
が
激
化
し
、
Ｊ
Ａ
へ
の
米
の

集
荷
量
が
減
少
し
た
他
、
満
期
（
信
託
期
間

満
了
）
ま
で
保
有
し
て
も
収
益
が
見
込
め
な

い
一
部
の
有
価
証
券
（
受
益
証
券
）
を
リ
ス

ク
を
先
延
ば
し
し
な
い
考
え
か
ら
売
却
（
中

途
解
約
）
し
た
た
め
事
業
損
失
が
発
生
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
、
組
合
員
の
た
め
、
自

己
改
革
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
本
来
の
目
的
で

あ
る
農
業
振
興
、
地
域
振
興
を
中
心
と
し
た

魅
力
あ
る
総
合
事
業
の
展
開
に
よ
り
安
定
し

た
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
で
述
べ
ま
し
た
。

あいさつする佐藤組合長
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議長を務めた佐藤克朗氏㊧と村上政一氏

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

主
な
質
問
と
意
見
要
望

報
告
事
項

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

決
議
さ
れ
た
議
案

総
代
数
５
２
０
人
、
出
席
総
代
数
４
６
７
人
（
本
人
出

席
２
０
０
人
、
委
任
状
出
席
０
人
、
議
決
権
行
使
書
面

提
出
２
６
７
人
）

附
帯
決
議

　

こ
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事

項
で
、
行
政
庁
の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更

を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
決
議
の
趣
旨
に
反

し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
取
扱
い
を
理

事
会
に
一
任
す
る
こ
と
の
決
議
を
求
め
ま
す
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認

（
報
告
）
令
和
６
年
度
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表

及
び
附
属
明
細
書

令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
設
定

令
和
７
年
度
経
費
の
賦
課
及
び

徴
収
方
法
の
決
定

令
和
７
年
度
理
事
に
支
払
う
報

酬
の
額
の
決
定

令
和
７
年
度
監
事
に
支
払
う
報

酬
の
額
の
決
定

令和６年度事業の成果

　

日
本
で
は
17
年
間
利
息
が
な
い
状
態
で
し
た
が
、

昨
年
か
ら
徐
々
に
利
息
が
付
く
よ
う
に
な
り
、
か
つ

て
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
有
価
証
券
で
は
、

こ
れ
ま
で
安
定
し
た
運
用
益
を
上
げ
、
Ｊ
Ａ
の
経
営

に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
が
、
評
価
損
が
拡
大
し
、

回
復
が
見
込
め
な
い
一
部
の
有
価
証
券
（
受
益
証
券
）

を
売
却
（
中
途
解
約
）
し
た
た
め
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
９
０
０
０
万
円
を
超
す
赤
字
を
出

し
た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
合
員
あ
っ
て
の
わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ａ
組
織
だ
が
、
支
店
の
統
廃
合
な
ど
で
組
合
員
の
利

便
性
が
無
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
組
合
員
座
談
会
を
開
催
し

て
も
、
職
員
が
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
説
明
を
す
る
だ
け
だ
。
以
前

は
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
理
事
が
来
て
、
Ｊ
Ａ
の
現
状
報
告
、
組
合
員
か
ら
の
要
望
を
聞
く
時
間

が
あ
っ
た
が
今
は
無
い
。
こ
れ
で
は
ま
す
ま
す
組
合
離
れ
に
つ
な
が
る
。

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示して
　いますので、合計金額はその内訳金額の合計
　と必ずしも一致するものではありません。

資産の部合計
負債の部合計
純資産の部合計

157,133,893
152,079,530
5,054,362

資産の状況 （単位：千円）

事業総利益

事業管理費

事業損失

当期損失金

1,936,425

2,072,886

136,461

90,231

収支の状況 （単位：千円）

単体自己資本比率
不良債権比率

１２.６４％
１.６４％

１．当期未処分剰余金

２．任意積立金取崩額

　（１）固定資産圧縮積立金

３．次期繰越剰余金

35,040,637

1,651,648

1,651,648

36,692,285

36,692,285

剰余金処分の概要 （単位：円）

計

　

経
営
状
況
や
日
本
の
経
済
状
況
か
ら
鑑
み
て
、

Ｊ
Ａ
も
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
利
益
を
優

先
す
る
組
織
で
は
な
く
、
組
合
員
の
た
め
の
組
織

で
あ
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
肝
に
銘
じ
て
可
能
な

限
り
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

座
談
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第１１回通常総代会

提出議案が全て可決されました

　

一
関
地
域
の
公
共
牧
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
行
政
機

関
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
持
続
可
能

な
経
営
基
盤
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
Ｊ
Ａ
で
も
各

種
事
業
の
収
支
均
衡
を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

須
川
牧
場
に
つ
い
て
は
、
合
併
以
来
赤
字
で
あ
る
他
、

職
員
の
確
保
が
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
、
健
全
な
牧
場

経
営
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
令
和
８
年
３
月
の
閉
鎖

に
向
け
て
、
部
会
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
今
年
３

月
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
室
根
高
原
牧
野
で
の
粗
飼
料
確
保
に
向
け
て
、

草
地
更
新
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

全
農
い
わ
て
と
協
議
し
た
中
で
、
今
回
概
算
金
が
決

定
す
る
前
に
最
低
保
証
価
格
と
し
て
提
示
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
の
市
況
や
生
産
費
を
考
慮
し
た
中
で
、

こ
の
価
格
が
適
正
と
い
う
こ
と
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
の
防
除
暦
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ム
シ
防
除
の
回
数

が
現
状
異
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
統
一
の
方
向
で
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

米
の
集
荷
に
つ
い
て
は
、
業
者
の
優
位
性
を
示
す
た

め
の
手
法
の
違
い
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し

て
も
、
集
荷
方
法
を
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

集
荷
運
賃
に
つ
い
て
努
力
を
し
な
が
ら
、
生
産
者
の
皆

さ
ま
の
元
に
い
く
ら

か
で
も
多
く
残
る
よ

う
な
方
法
や
価
格
の

設
定
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

価
格
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
良
質
な
生
産
資
材
を

皆
さ
ま
に
提
供
す
る
よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
口
農
家
に
関
し
て
は
、
担
い
手
直
送
や
大
型
規
格
な

ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
低
価
格
で
提
供
す
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

手
数
料
を
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
園
芸
品
目
の
振

興
の
た
め
、
生
産
技
術
の
向
上
や
販
売
価
格
の
確
保
、

生
産
基
盤
の
確
保
な
ど
を
図
り
な
が
ら
所
得
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
米
の
買
い
入
れ
額
を
、
最
低
保
証
価
格
60
㌔

当
た
り
２
３
０
０
０
円
と
し
た
算
出
根
拠
は
何
か
。
消

費
者
の
こ
と
も
考
え
て
設
定
し
た
額
な
の
か
。

　
限
定
米
の
農
薬
の
使
用
回
数
に
つ
い
て
、
東
部
地
区

と
西
部
地
区
と
で
使
用
回
数
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
統
一
し
な
い
の
か
。

　
米
の
集
荷
に
つ
い
て
、
昨
年
は
い
ろ
い
ろ
な
業
者
が

高
値
で
買
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
か

ら
は
、
集
荷
運
賃
や
手
数
料
な
ど
が
取
ら
れ
る
が
、
業

者
で
は
、
集
荷
に
関
し
て
の
手
数
料
は
一
切
な
い
。
こ

の
違
い
は
何
か
。

　
Ｊ
Ａ
が
販
売
し
て

い
る
生
産
資
材
よ
り

も
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
販
売
し
て
い
る
生

産
資
材
の
価
格
が
安

　
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
収
支
改
善
の
た
め
、
利
用
料
の

改
定
や
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
集
約
の
検
討
を
し
て
い
る
が
、

農
家
の
所
得
を
上
げ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
須
川
牧
場
を
来
年
の
３
月
に
閉
鎖
す
る
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
計
画
で
は
、
公
共
牧
場
の
利
用
促
進
を
図

る
と
と
も
に
農
家
へ
の
粗
飼
料
供
給
を
行
う
と
あ
る
。

過
去
に
室
根
高
原
牧
野
で
冬
場
の
餌
が
な
く
な
り
、
須

川
牧
場
の
も
の
を
運
ん
だ
た
め
、地
元
の
生
産
者
に
ロ
ー

ル
サ
イ
レ
ー
ジ
が
供
給
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

予
定
通
り
須
川
牧
場
は
閉
め
る
の
か
。
粗
飼
料
の
供
給

は
ど
う
な
る
の
か
。

主
な
要
望

Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
に
米
や
畜
産
の
共
進
会
や
品
評
会
の

結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
ン
ゴ
の
品
評
会
の

結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

農
家
が
生
産
し
た
米
や
果
樹
、
野
菜
、
牛
の
販
売
価

格
は
安
い
が
、
そ
れ
に
必
要
な
生
産
資
材
が
安
く
な

ら
な
い
。
メ
ー
カ
ー
に
価
格
交
渉
し
、
１
円
で
も
安

く
供
給
し
て
ほ
し
い
。

い
の
は
な
ぜ
か
。
組
合
員
の
た
め
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
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第１１回通常総代会

　

令
和
７
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
最
終
年
度
と

し
て
、
営
農
・
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
組
合
員
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、
結
集
力
、
総
合
力
を
発

揮
す
る
中
で
地
域
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
進
め
な

が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１　

農
業

　
　

～
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
～

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
供
給
す

る
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
農
業
の
確
立
に
向
け
、「
黄
金
の

郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て
担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確

保
・
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

く
ら
し

　
　

～
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
～

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン
フ

ラ
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
く
ら

し
の
活
動
の
展
開
で
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

３　

経
営

　
　

～
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
～

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
、
財
務
基
盤
の
強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確

立
で
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画

組合員等被表彰者
（敬称略）

特
別
功
労
者

・
退
任
役
員

　

佐
藤　

鉱
一 

藤
沢
町
徳
田

　

阿
部　

東
悦 

花
泉
町
老
松

　

後
藤　

時
廣 

一
関
市
真
柴

　

遠
藤　

恭
一 

千
厩
町
小
梨

　

小
野
寺　

辰
也 

一
関
市
上
日
照

　

小
山　

晃 

千
厩
町
奥
玉

・
退
任
農
家
組
合
長

　

小
山　

敏 

大
東
町
沖
田

　

千
田　

浩 

一
関
市
舞
川

　

伊
藤　

清 

一
関
市
厳
美
町

　

及
川　

米
元 

大
東
町
猿
沢

　

米
倉　

隆
一 

川
崎
町
薄
衣

　

松
本　

松
一 

一
関
市
赤
荻

　

小
岩　

暢
哉 

一
関
市
中
央
町

　

小
野
寺　

照
夫 

大
東
町
猿
沢

　

畠
山　

憲 
藤
沢
町
徳
田

　

佐
藤　

二
郎 
一
関
市
舞
川

　

佐
藤　

三
男 
一
関
市
厳
美
町

　

小
野
寺　

義
廣 

一
関
市
萩
荘

　

那
須　

徳
男 

大
東
町
摺
沢

　

三
浦　

孝
之 

大
東
町
摺
沢

　

鈴
木　

省
一 

平
泉
町
平
泉

　

伊
藤　

作
夫 

一
関
市
狐
禅
寺

　

石
川　

正
喜 

一
関
市
弥
栄

　

千
葉　

勇 

一
関
市
萩
荘

　

鈴
木　

正
一 

一
関
市
萩
荘

　

阿
部　

雅
弘 

一
関
市
萩
荘

　

熊
谷　

和
夫 

一
関
市
萩
荘

　

千
葉　

胤
明 

川
崎
町
門
崎

　

鈴
木　

養
蔵 

東
山
町
長
坂

　

佐
藤　

一
夫 

東
山
町
田
河
津

　

小
山　

栄
一 

室
根
町
矢
越

優
良
農
家
組
合
長
（
退
任
農
家
組
合
長
）

　

佐
藤　

俊
弘 

一
関
市
舞
川

　

阿
部　

正
廣 

一
関
市
萩
荘

　

佐
藤　

匡
宏 

一
関
市
厳
美
町

　

小
山　

剛
史 

大
東
町
沖
田

　

菅
原　

克
弘 

一
関
市
滝
沢

　

村
上　

満 

一
関
市
萩
荘

　

千
葉　

繁
年 

花
泉
町
涌
津

　

小
野
寺　

敬
一 

千
厩
町
奥
玉

　

皆
上　

新
雄 

千
厩
町
千
厩

　

菅
原　

隆
一 

川
崎
町
薄
衣

　

金
野　

勝
夫 

大
東
町
中
川
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